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出所：『通商白書』2010年版より



中小企業の海外進出

地方企業（富山県）の事例

　　木下食品（こんにゃく、シラタキ）

　　丸和ケミカル（軍手）

　　藤堂工業（ベアリング）



木下食品　中国大連市



丸和ケミカル
中国大連市進出



藤堂工業（蘇州市）：立地要因とリスク管理
・資本金　　　：６億円　　・敷地総面積　：20,000 ㎡（6,060坪）
・建物延床面積：5,822 ㎡（1,764坪）・従業員：186名（04/3/31現在）※うち日本人常駐3人

・生産能力（月産）シールド板28,500 千個／月　※２～３直稼働時リテーナー 
　　　　　　　　　　　　　　29,800 千個／月　( F/S時点での計画ベース )　

上海近郊５箇所、蘇州は視察

・インフラ面、経済開発区の対応がスマートであった。

・ユーザーとのポジション（３０ｋｍ、４０分）

・労働力の質良く賃金も割安(上海比)、社員寮不要(自転車１時間)

・地盤比較的堅く、水害が無かった。

・歴史ある古都、治安も良く、山があり日本人の住環境が良い。

・日系進出企業が声を揃えて「蘇州で良かった」と言っていた。

リスク
確約が確約でない



アイリスオーヤマ



■アイリスオーヤマの事業の特徴

○園芸植物・ペット・収納インテリア・ﾎｰﾑｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ・

ホーム・ﾊｰﾄﾞｵﾌｨｽ・資材・内装家具等商品群の

企画製造販売

○ホームセンター・GMS・ドラックストア等

全国11,000店舗へ商品供給

○全国８工場兼物流センター（自動倉庫 15万パレット）

○商品アイテム 14,000SKU

○毎年 1,000SKUの新商品開発

○物流コストがかかる商品が多い

○中国大連工場が半分の生産

出所：アイリスオーヤマ資料より



■大連と日本のコンテナ物流
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出所：アイリスオーヤマ資料より



JTI（日本たばこ産業インターナショナル）



出所JTI資料より



出所JTI資料より



これらの事例からみえてくるもの

• ビジネスモデルをしっかり組上げていること

• 工場立ち上げ、生産、取引等のリスクに対して臨
機応変に対応していること

• 海外の経営ノウハウ、人脈形成、収益が国内事
業と連動することもあること

• 現地化の過程では、考え方の摺合せも必要にな
ってくること



地方における人（若者）と企業

• 地域経済の課題の一つとして、グローバルな視点から物事
を考えて行動できる人材が少ないことがある。

• 海外を活用すれば、それだけ人や企業の活躍の場も広が
り地域経済にもプラスの影響を与えることは可能である。
その時、柔軟な発想に富む若い人の発想や行動力（ビジ
ネスモデル）が大事である。

• 次代を切り拓く地域のリーダーは性格だけによって育つの
ではない。グローバル化を踏まえた地域の環境と時代の要
請から育ってくるものである。



ご清聴ありがとうございました。
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